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    「八つ墓村」に見る都会と地方 
    
 
 ――横溝正史の田舎観を中心に―― 
石 坂  実 夏 子  
 
      はじめに 
 「八つ墓村」は横溝正史による長編推理小説であり、「本陣殺人事





















































































































































































































    一 「鍾乳洞殺人事件」との比較 





















































































































































































































































































































































































     二 坂口安吾「不連続殺人事件」との比較を中心に 




































 第一回 「一 俗悪千万な人間関係」～「三 招かれざる客」（『日
本小説』第一巻第三号、昭和二十二年八月）
 
第二回 「四 第一の殺人」～「六 第二の犯罪」（『日本小説』第
一巻第四号、昭和二十二年十一月）
 
第三回 「七 探偵小説狂の老政客」～「十 気違いぞろい」（『日
本小説』第一巻第五号、昭和二十二年十二月）
 
第四回 「十一 火葬場からの戻り道」～「十四 聖処女と最後の
晩餐」（『日本小説』第二巻第一号、昭和二十三年一月）
 
第五回 「十五 砂糖壺とピカ一の手品」～「十八 七人目」（『日
本小説』第二巻第二号、昭和二十三年二月）
 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 新保博久「ミステリ再入門 第二十一回 横溝正史は鍾乳洞の夢を見たか」
 
 （『ミステリマガジン』、平成十四年一月）
 
二〇
 横溝正史『横溝正史自伝的随筆集』（角川書店、平成十四年五月）
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二一
 横溝正史「続・書かでもの記・１」（『横溝正史自伝的随筆集』角川書店、
 
 平成十四年五月）
 
二二
 横溝正史「続・書かでもの記・２」（『横溝正史自伝的随筆集』角川書店、
 
 平成十四年五月）
 
二三
 横溝正史「続・書かでもの記・９」（『横溝正史自伝的随筆集』角川書店、
 
 平成十四年五月）
 
二四
 日本語初訳は、アガサ・クリスティー「ＡＢＣ殺人事件」（伴大矩・訳、日
 
 本公論社、昭和十年）原題は「
T
h
e
 
A
B
C
 
M
u
r
d
e
r
s 」（イギリス、
C
o
l
l
i
n
s
 
C
r
i
m
e
 
 
 
C
l
u
b 、昭和十一年）
 
二五
 関井光男「解題」（坂口安吾『坂口安吾全集』第十一巻、筑摩書房、平成二
 
 年七月）
 
二六
 関井光男「解題」（坂口安吾『定本坂口安吾全集』第十巻、冬樹社、昭和四
 
 十五年十一月）
 
二七
 奥野健男「解説」（坂口安吾『定本坂口安吾全集』第十巻、冬樹社、昭和四
 
 十五年十一月）
 
二八
 倉田容子「鏡像としての村落―横溝正史『八つ墓村』―」（『昭和文学研究』、
 
 平成二十三年九月）
 
二九
 小林信彦編『横溝正史読本』（角川文庫、昭和五十四年一月）
 
三〇
 坂口安吾「推理小説について」（昭和二十二年八月二十五日および二十六日
 
 発行の『東京新聞』弟一七八一号および一七八二号の第二面の「文化」欄に
 
 「人間性の無視」、「ナゾのための無理」の見出しを付して発表された）（ただ
 
 し引用元は、坂口安吾『坂口安吾全集』弟十五巻（筑摩書房、平成三年六月）
 
 による）
 
三一
 作口安吾「推理小説論」（昭和二十五年四月一日発行の『新潮』弟四十七巻
 
 第四号の「探偵小説特集」欄に発表された）（ただし引用元は、坂口安吾『坂
 
 口安吾全集』弟十五巻（筑摩書房、平成三年六月）による）
 
三二
 横溝正史「蝶々殺人事件」（『ロック』、昭和二十一年五月～昭和二十二年四
 
 月）
 
三三
 坂口安吾「推理小説について」（昭和二十二年八月二十五日および二十六日
 
 発行の『東京新聞』弟一七八一号および一七八二号の第二面の「文化」欄に
「人間性の無視」、「ナゾのための無理」の見出しを付して発表された）（ただし
 
 引用元は、坂口安吾『坂口安吾全集』弟十五巻（筑摩書房、平成三年六月）
 
 による）
 
三四
 奥野健男「解説」（坂口安吾『定本坂口安吾全集』第十巻、冬樹社、昭和四
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 十五年十一月）
 
三五
 倉西聡「神戸在住時代の横溝正史（上）―Ｌ・Ｊ・ビーストンと岡本綺堂
 
 の影響から―」（『武庫川国文』、平成十八年十月）
 
三六
 倉西聡「横溝正史の「本格探偵小説」（その一）―Ｊ・Ｄ・カーとＦ・Ｗ・
 
 クロフツの影響から―」（『武庫川国文』、平成十九年十一月）
 
三七
 横溝正史「片隅の楽園」（『ヒッチコック・マガジン』、昭和三十四年八月～
 
 十二月）（ただし引用元は、横溝正史『横溝正史自伝的随筆集』（角川書店、
 
 平成十四年五月）による）
 
三八
 小林信彦編『横溝正史読本』（角川文庫、昭和五十四年一月）
 
